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第２933回　例会
2022. 7. 28

行事予定

 8月 25日　会員卓話 
                藤村作会員

ビジター

国際ロータリー第2770地区
ガバナー
　　細淵雅邦様（浦和RC）
地区副幹事
　　熊坂　創様（浦和中RC）
第５グループ ガバナー補佐
　　那須敬明様（上尾北RC）
第５グループ ガバナー補佐幹事
　　榎本　学様（上尾北RC）

幹　事　報　告
門崎　由幸　幹事

会長あいさつ
　皆さん、こんにちは。本日もご出席いただきありがとうございます。

本日は国際ロータリー第2770地区ガバナー、細淵雅邦様、那須様、榎

本様、熊坂様、本日は公式訪問例会にお越しくださいましてありがと

うございます。例会後、ガバナー指導となっています。当クラブはま

だ事業等をしていませんので指導しづらいと思います。本日は理事・

役員・委員長の皆さま、長時間になりますが最後までおつきあいのほ

どお願いいたします。上尾クラブは今年で60周年を迎えます。人間に

たとえると還暦となる大きな節目の60歳です。上尾クラブは第５グル

ープのスポンサークラブでもあり、先輩諸兄が築いてきた歴史と伝統

を生かしつつ、やがて迎える70周年、80周年に、上尾RCを創造、まさ

しくイマジンしていく大切な一年だと思っています。今まで行ってき

た事業が、本当に地域社会のためになっているか、また入会が浅い会

員には今後、研修事業という名のもと、研修を行っていきます。また

お酒を飲むだけが懇親会ではなく、委員会を活発に開催していただい

て、事業の達成感・満足感を味わっていただきたいと思います。今年

は60周年ということでクラブを盤石な地盤にもっていきたいと思いま

す。そのためには会員の皆さま全員にご協力いただきたいと思います。

あとはなんと言っても会員の増強です。現在、生活スタイルが非常に

多種多様化されていて、会員をクラブに入会させるということが非常

に困難になってきておりますが、なんとか会員増強につなげられるよ

うにがんばっていきたいと思っています。本日はガバナー公式訪問例

会です。本日もよろしくお願いいたします。

2022-2023年度　深澤　圭司会長

◇「新型コロナウイルスの新規感染者再拡

大について」を皆さんに配布しました。こ

れ以上、感染者や濃厚接触者が増えたら臨

時理事会等で例会開催方法について検討したいと思います。

◇部門セミナーへ対象委員長はご出席のほどお願い申し上げます。

◇上期の会費等について９月１日までの納入をお願いいたします。
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例会日　毎週木曜日　12：30～13：30
例会場　上尾東武ホテル3F（コミュニティホール）
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スマイルスマイル
細淵ガバナー／那須ガバナー補佐／榎本ガバナー補佐幹事／熊坂地区副幹事／

深澤会長／門崎幹事／長沼副会長／坂本副幹事／武重会員／大塚信郎会員／

村岡会員／尾花会員／大木保司会員／大塚崇行会員／島村会員／齋藤博重会員／

関口和夫会員／藤村会員／須田会員／樋口会員／宇多村会員／斎藤修弘会員／

小田切会員／関口良康会員／山崎会員

猛暑日が続いている中、気温が上がる前の朝6:30に上平公園でラジオ体操を行い、爽

やかに汗を流しました。またこの後、クラブメンバーで親睦ゴルフを行いました。

第２934回
2022.8.4
於：上平公園

早朝例会を開催しました

細淵ガバナー、ようこそ！

び、向上し続けていくことに全力を尽くします。

2770地区は、高潔性というロータリーの価値観に従

い、DEIを推進し、学び、向上し続けていくことに

真摯に取り組みます。

■最後に
2770地区はロータリーの主役である、あなたのクラ

ブの活動をサポートいたします。

一年間、クラブの活性化と皆様のモチベ—ションの

向上に向かって行きたいと思います。

一年間、どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

者ポール・ハリスの演説では、「ロータリーは、あ

らゆる職業や地位、あらゆる国、あらゆる形式の宗

教の人たちに開かれています」と90年前に話されて

います。ロータリーは、多様性、公平さ、インクル

ージョンを取り入れることを最優先に運営されつつ

あります。

■-DEIの爽やかな風を-
ロータリーの価値観に従いDEIにいたる旅路におい

て、組織として自分たちがどこにいるのかを正直か

つ透明性をもって見据えるとともに、これからも学

会員数　　　　35　　　
出席対象者　　30
出席者数      22
欠席数      　 8

出席率

 73.33％

ROTARY CLUB OF AGEO

米山記念奨学会功労者表彰

委員長報告

３５回メジャードナー　大塚信郎会員

ロータリー米山記念奨学委員会　宇多村海児委員長
　皆さんこんにちは。国

際ロータリー2770地区ガ

バナーの細淵雅邦です。

本日は、公式訪問で60周

年を記念する貴クラブに

伺うことができましたこ

とを大変にうれしく光栄に思っております。そして

大塚パストガバナーをはじめ多くの皆さまに地区に

出向して活躍いただくのは上尾クラブ皆さんのお力

だと思います。心から御礼を申し上げます。

　ロータリーについての卓話をはじめる前に自己紹

介させていただきます。細淵雅邦、生まれも育ちも

職場もさいたま市です。武蔵浦和に550年住んでい

ます。1960年10月生まれです。今年62歳になります。

2012年10月に浦和RCにて入会式を行いました。今年

10月で入会10年目になります。

　私はオリンピック競技、ボートと言う種目に携わ

っていて2004年アテネ大会、2008年北京大会の監督

を務めました。ずっとスポーツ畑にいました。2008

年の後、現場の活動が終わりました。一段落したと

ころへ次のボランティアがありました。それは幻と

なった2016年東京オリンピック・パラリンピックの

招致でした。ご存じの通り2016年はブラジル・リオ

デジャネイロに決まりました。次に政府は2020年に

むけて招致メンバーとして活動しました。結果、東

京での開催が決まりました。2017年７月〜2018年６

月まで浦和RCの会長を務め、と同時に2017年１月か

ら国際ボート連盟の理事を務めました。大変です。

ブルドーザーのように毎日を過ごしました。

　東京オリンピック後、オリンピック委員会から

2028年にむけ　東京大会のレガシー（遺産）を考え

なさい、と言われそれが仕事になりました。この仕

事は、ガバナーとして今年度何をしなければならな

いかと共通点が有ります。（１）主人公は人です。

いかに人間力を高めるか。ロータリー活動がまさに

人間力を高めるためにあります。（２）ロータリー

の主役はクラブです。そしてそのクラブを支えてい

るのは会員一人一人。皆さん一人一人のモチベーシ

ョンを上げ、クラブを活性化する、これがいちばん

重要ではないかと思います。60年の歴史と伝統ある

上尾クラブを、皆さん一人一人が活性化させてくだ

さい。

 

　本日皆さまに配られた

『ロータリーの友』横組

みP18に「ロータリー米

山記念奨学事業の基礎知

識」が簡潔にまとめられ

ています。ご一読いただ

き米山記念奨学事業にご理解を深めていただければ

と思います。

　それと前年度のロータリー財団委員会ですが、災

害支援寄付金がクラブの年次基金＋ポリオプラスに

組み込まれ、前年度の寄付額が大幅に超過して目標

達成しましたことを報告いたします。

　先日は採寸会が急遽中

止になり申し訳有りませ

んでした。８月４日、１

８日に採寸会を行いたい

と思います。よろしくお

願いいたします。

例会主題～ガバナー公式訪問

RIテーマと地区運営
国際ロータリー第2770地区 ガバナー 細淵雅邦様

　卓話を始める前に細淵ガバナーから、事務局さん

あてにサプライズでプレゼントが贈呈されました！

60周年記念ジャケット担当　大木保司会員

ROTARY CLUB OF AGEO

　それではRIと地区運営についてです。ロシアによ

るウクライナへの軍事侵攻が開始されたまま、今日

現在平和が戻ってきていません。我々にとり、国際

理解、親善、平和はロータリーの目的にも書かれて

いるとおり永遠のテーマであり、世界平和は人類に

とり最も大切なことであると思います。

　本日、今日、この時間、例会ご参加の皆様と共に

一瞬一瞬を大切にしたいと考えています。共にクラ

ブを、2770地区を、活性化していくことができると

ても嬉しく思います。

■2022-2023年度RI方針
　RIジェニファー・ジョーンズ会長は、2022年１月

20日に開催された、2022-2023年度　テーマ講演で、

「会員がロータリーでどんな経験を求めているかを

聞き、果たしがいのある責任を会員に与える必要が

あります。ロータリーでの参加型の奉仕、人間的成

長、リーダーシップ開発、生涯にわたる友情こそが

目的意識と熱意を生み出します。これが私たちの責

任です。会員に奉仕できなければ、地域社会への奉

仕もできません。会員にとって心地よい場所とし、

会員への気配りがなければ、ロータリーの力を本当

の意味で理解してもらうことはできないでしょう」

と語りました。

　今年度RIテーマはイマジンロータリーIMAGINE ROTARY

創造するロータリーです。ジョーンズ会長が強く述

べられた所信は２つあります。

●ＤＥＩ　多様性・公平さ、インクルージョン　が

会員増強維持の「鍵」です。

●果たしがいのある責任を会員がになえるように

　・会員の積極的な参加、適応と改革

　・会員にとりクラブの心地良さとクラブの配慮

　・受け身ではなく、参加型の奉仕をしましょう。

■2022-2023年度地区運営方針
　RIテーマ・方針を受けて、2022-2023年度地区運

営方針は次の通りにいたしました。

創造しよう未来への調和
　－ロータリーにDEIの爽やかな風を－
ロータリーに入り、自分の人生はとても充実してい

る。ロータリーに入り、かけがえのない友人を得る

ことができる。ロータリーに入り、人のため、社会

のために役立つことができる。人間力を高め、生き

方のモチベーションをあげ、豊かな人生を創造でき

る、それがロータリークラブではないでしょうか。

イマジンロータリー　創造し、クリエイトし、実践

する「ロータリアン一人一人のモチベーションをあ

げ、クラブを活性化させる」

RI 会長ジェニファー・ジョーンズさんの新しい爽

やかな息吹と方針をクラブの会長、会員に伝え、ロ

ータリーライフで自分自身の人生のクオリティを高

めていただきたいと思います。

　今年度、2770地区は、2500名のロータリアンのモ

チベ—ション向上、そして、74のクラブの活性化の

ための支援を最優先事項とし運営してまいります。

■-未来-に向けて
「想像してください、私たちがベストを尽くせる世

界を。私たちは毎朝目覚めるとき、その世界に変化

をもたらせると知っています。昨日のことをイマジ

ン（想像）する人はいません。それは未来を描くこ

とです」テーマである想像とは、行動への呼びかけ

であるととらえています。未来にむけての、架け橋、

想像したものを創造していく重要性。夢を持ち、将

来へ、未来にむけて、行動するかどうか、を決める

のは自分自身です。ロータリアン一人一人の篤い想

い、そして、クラブの　熱い想い、です。

2770地区は、未来に向けて発信していきます。

■-調和-　ハーモニー
　今、時代は、「 DE and I」と言われています。

1933 年の第 24 回国際大会での、ロータリー創設


